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空間、言語、文化の境界を越えて移動することが常態化しつつある状況の今日、個人が

一つ以上の言語を使用することが珍しくなくなった。このような多言語使用が増加する現

代では、複数言語使用者が生活や職業上の様々な共同体に参加しており、彼らの言語にか

かわる行動を多角的視点から捉えなおし、明らかにすることが急務である。個人の言語意

識とアイデンティティの形成には密接な関係がある。特に、使用言語が複数の言語にわた

る場合、その関係性を捉えることはアイデンティティの形成を理解する上で有意義だと考

えられる。細川（2011）は、アイデンティティを「個人がさまざまに有している複数の自

己の姿であり、それらの自己が必要とする『居場所』感覚のこと」と定義した。それに基

づき、本研究では、職業共同体における複数言語使用者を対象に、どのような言語教育を

うけたのか、どのような異文化接触を経験したのか、それによりどのような言語観を持つ

ようになったのか、また、職業共同体においては、どのように言語活動をしているのか、

例えば、多様な言語使用場面でどのように場面や相手に応じて言語を選択するのかといっ

た言語にかかわる諸要因を考察し、複数の言語を使用することにより、個人のアイデンティ

ティの形成および再構築にどのような影響を与えるのかを論じることを目的とする。 

調査は 2014 年から 2017 年 10 月にかけて、3 か国 4 名の協力者を対象に行った。複言

語使用者の言語学習と言語使用に関する調査の先行研究である宮副（2016）の調査方法に

倣い、協力者に自身の言語学習ヒストリー（LLH：language learning history）、および

言語使用ヒストリー（LUH：language using history）を 1500 字程度で記述してもらっ

た。その後、データに基づき、調査協力者それぞれの体験について半構造化インタビュー

を実施し、その文字化データを SCAT 方法で分析シートに整理した。特に、複数言語の使

用に焦点をあて、仕事を含む様々な場面における個人の言語行動の特徴が明確になるよう

データを詳細に分析した。 

分析結果から、研究課題に対する以下のような結論が得られた。1）言語背景の異なる

複数言語使用者は日本社会の様々な場面において、日本語を最優先の選択と考えると同時

に、相手とコミュニケーションを行いながら、相手の母語、言語能力などの要素を考慮し、

合わせて適切な言語を選ぶような言語選択基準を持っている。また、各場面に応じて 2 つ

以上の言語選択基準を採用することがある。2）複数言語使用者は個人の言語管理を幅広

く行っているが、日常生活の中で、生じたコミュニケーション問題に留意し、内省し、調

整し、新たな言語行為を実施するという言語管理のプロセスの形で管理を行っている。3）

複数言語使用者は、職業的変化、地理的移動の変化により、自国で形成されたアイデンティ

ティに変化をもたらす。複数言語の使用意識は彼らのアイデンティティの再構築に大きな

影響を与える。また、自身の中で、自己確証、自己内省などのことを行いながら、様々な

アイデンティティも持つ自分を作り出し、社会という実践共同体に参加するため、再構築

された自分として言語活動を行う。 

本研究は、複数言語使用者の経験してきたことが現在のアイデンティティの形成と再構

築にどのような影響を与えたかについて考察したが、通時的なものではない。今後、さら

に多くのデータを収集し、多角的に探っていくことが必要である。また、日本のような日

本語がほぼ唯一の言語社会だけではなく、多くの国、地域の多言語社会には、さらに多く

の多言語使用者が存在するので、彼らの多言語使用状況を把握し調査する必要がある。以

上のことから、複数言語教育を捉え直し、様々な言語文化において言語文化間の仲介的役

割として活躍する複言語複文化能力を持つ国際人を育成するのが教育機関の課題とである
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ことが、本稿の調査から得られた示唆だと考える。
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